
 

様 式 Ｃ－１５、Ｆ－１５、Ｚ－１５、ＣＫ－１５（共通）〔記入例〕 

 

科学研究費助成事業 寄付延期承認申請書 

 

                                    平成２６年○○月○○日 
 
 独立行政法人日本学術振興会理事長 殿 

  

 

                                    ○○大学・○○学部・教授  ○ ○  ○ ○    〔印〕 

 

機 関 番 号 １ ２ ３ ４ ５ 
 

研究者番号 １ ０ ７ ６ ５ ４ ３ ２ 
 

 科学研究費助成事業により、購入した設備等について、下記のとおり寄付を延期したいので、ご承認くだ

さるようお願いします。 

 なお、寄付猶予期間後は直ちに研究機関に寄付を行います。 

 

記 

 

１. 研究種目名 基盤研究（Ａ）  
   

２．課題番号 ２ ６ ２ ３ ４ ５ ６ ７  
  

３．研究課題名 ○○○○○に関する研究 
  

４．研究期間 平成２６年度～平成２９年度 
  

５．寄付延期を希望する設備備品 

 
 

設備等名 
 

  仕      様 
（製造会社、型式、性能） 

 
数 量 

 
価格(円) 

 
納入年月日 
（予 定） 

 
備   考 

△△△△△装置 

 
（株）◇□○ ABC-3型 

 
1台 

 
3,000,000 

 

平成26年○月○日 

 
 

 

  

 ６．寄付延期を希望する理由 

○○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○○○○○○のため。 

 

 

 ７．寄付猶予期間（納入年月日から寄付予定年月日までの期間） 

平成２６年○○月○○日  ～  平成○○年○○月○○日 



 

 

様 式 Ｃ－１５、Ｆ－１５、Ｚ－１５、ＣＫ－１５（共通）〔作成上の注意〕 
 
 
１．この申請書は、研究代表者が、科研費により購入した設備備品の寄附の延期を希望する場合にＡ４判

（縦長）・両面印刷で作成し、所属する研究機関を経由して提出すること。 

 

２．「研究代表者所属研究機関・部局・職・氏名」欄には、研究代表者の所属する研究機関名、部局名、職

名を省略せずに記入すること（部局のない研究機関の場合は、部局名は不要。）。 

  研究代表者の氏名は、記名押印又は署名により記入すること。なお、研究代表者の印は、印肉を使用

して押印するものとする。 

 

３．「機関番号」欄には、研究代表者が所属する研究機関の機関番号（５桁）を記入すること。 

 

４．「研究者番号」欄には、府省共通研究開発管理システム（e-Rad）の研究者情報に登録されている８桁

の番号を記入すること。「特別研究員奨励費」の場合で研究者番号を有しない場合は空欄で構わない。 

 

５．「１．研究種目名」欄には、該当する研究種目名を正確に記入すること。 

  例．「基盤研究（Ｓ）」、「若手研究（Ａ）」等 

 

６．「２．課題番号」欄には、交付決定通知書に記載の課題番号（８桁）を記入すること。 

 「特別研究員奨励費」の場合は交付決定通知書に記載された課題番号を右詰で記入すること。 

 

 （例） ・特別研究員の場合 

 ２ ６ ・ １ ２ ３ ４ 

 

 （例） ・外国人特別研究員の場合 

２ ６ ・ ０ １ ２ ３ ４ 

 

７．「３．研究課題名」欄には、交付申請書に記載の研究課題名を記入すること。 

 

８．「４．研究期間」欄には、研究期間を記入すること。なお、基金分又は一部基金分については、研究期

間の延長が認められている場合には、延長後の研究期間を記入すること。 

 

９．「５．寄付延期を希望する設備備品」欄には、寄付の延期を希望する設備備品の「設備等名」、「仕様」、

「数量」、「価格」及び「納入年月日」を記入すること。 

 

10．「６．寄付延期を希望する理由」欄には、寄付の延期を希望する理由をできるだけ具体的に記入するこ

と。 

 

11．「７．寄付猶予期間（納入年月日から寄付予定年月日までの期間）」欄には、寄付の延期を希望する期

間を記入すること。 

ただし、研究期間内に寄付を行うこと。「特別研究員奨励費」の場合は特別研究員という研究代表者と

しての応募資格又は外国人特別研究員という研究分担者としての応募資格を有しなくなるまでに寄付を

行うこと。 

 


